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1.　研究背景
1990年代から、経済のグローバル化と情報化の進展
に伴い、グローバル化に融合されている中国は、国
内の改革と開放の拡大という二重の圧力に直面してい
る。経済の急速な発展、社会構造の深刻な変化ととも
に、転換期における中国に著しい社会問題をもたらし
た。伝統的な「単位制」1・「街居制」2管理モデルはすでに
新たな挑戦に対応できなくなってきた。現段階で直面
している社会問題を解決するため、中国政府は社会管
理制度を適時に調整および改革することと社会管理の
手段の革新を強化することが極めて必要である。
このように、2013年3月に中国共産党第18期中央委員
会第3回全体会議（以下、三中全会）で採択された「改
革の全面的深化における若干の重大な問題に関する
中共中央の決定」では「改革の全面的深化の総目標は
中国の特色である社会主義制度をより完全なものにし、
1 「単位制」：単位は所属者に給与を支給するのみならず、医療、
年金、住宅、社会福祉サービスなどを報酬の一部として供与するし、
また所属者の家族の福利厚生や冠婚葬祭の面倒も見なければならな
かった。単位の人々及び家族が、「揺りかごから墓地まで」という言
葉に象徴されている（沈　1998）。
2 「街居制」：「単位」以外の人に街道と居民委員会による管理
する方式である。
さらに発展させ、国家の統治（ガバナンス）体系と統
治（ガバナンス）能力の近代化を推進する。」と示された。
社会ガバナンスという概念の運用について、共産党は
「社会管理」の代わりに「社会ガバナンス」の概念を採
用し始めた。
そして、社区3は都市の基盤として、社会的関係の調
整、社会的行動の規制、社会的問題の解決、社会的矛
盾の解消、社会的正義の促進、社会的リスクへの対応、
社会的安定の維持、居民への支援という管理と支援の
機能を果たしているため、社会ガバナンスの背景をも
とに、社区による社会をガバナンスする手段である「コ
ミュニティ・ガバナンス（community governance）」
が打ち出された。コミュニティ・ガバナンスの主体は、
従来の政府によるガバナンスから「多元的なガバナン
ス」へと転換しつつあり、その方式も従来の「トップ
ダウン」から「双方方向の相互作用」「多元的相互作用」
へと転換しつつある。また、「決定」によれば、「社区
網格化管理制度」は新しいコミュニティ・ガバナンス
の重要な手段として規定された。それは、合理的に綱
格4を区画し、網格における「ヒト、トコロ、モノ、コト、
組織」を全部網格に組み入れ、網格長5により網格内の
ことを管理する制度である。それによって、社会管理
3 社 区：communityの 中 国 語 訳 で あ り、「 一 定 の 地 域 範 囲 内 に
居住する人々によって構成された社会生活共同体」とされている（込
山　2016）
4 網 格:1つ 社 区 が300世 帯 ～ 400世 帯 ご と に 分 け ら れ た 小 さ い
エリアである。
5 網格長：網格におけるすべてのことを管理する者である。
36
東洋大学／福祉社会開発研究　11号（2019年3月）
の機能が社会の最末端に果たされ、サービスが居民の
身近に届けるようになった。また、中央政府は社会を
管理する方式を改善し、管理網格化とサービス社会化
を目指しながら、末端で「社区網格化管理情報プラッ
トフォーム」を完備することを提示した。
「社区網格化管理情報プラットフォーム」とは、各網
格において、住宅の管理、計画出産の管理、総合的管理、
行政サービス、インシデント管理、居民情報のモジュー
ルに構成されたデータシステムである。社区網格化管
理情報プラットフォームの効果については、柴ら（2015：
448）によると、社区情報化の進展により政府の管理機
能を基層地域に拡張し、より効率的な管理プロセスを
通じて、居民により幅広く、便利な情報と質の良いサー
ビスを提供することが提示された。また、陽（2014：
12）は「社区情報化を促進し、新しい都市管理情報シ
ステムの枠組みを形成することによって、社区の管理
機能を高め、安全、快適、可視化の社区が形成された
こと」と示している。
一方、様々な行政機能と支援機能が社区に浸透する
につれて、社区には仕事が増えてきた。情報化技術は
基層地域のデータ収集、管理及び分析を通して包括的
なデータを集めることよって、基層地域の管理と支援
の効力を高め、より高いレベルの行政機関に指導の根
拠を提供することができると考えられる。
また、2005年に中央政府は「社区網格化管理制度」
を実施することを提案し、社区網格化管理は全国の27
都市で試行された。2012年、社会管理の革新を強化し、
社会サービスを強化するために、中国の長春市は社区
網格化管理の方法を模索し始めた。他の都市での社区
網格化管理の経験と成果を学び、研究分析と現場の状
況との統合を通じて、翌年には各社区で社区網格化管
理制度が実施され、「社区網格化情報プラットフォーム」
を利用し、社区を管理し始めた。長春市のN区は最初に
社区網格化管理制度を導入した地域として、6年に渡る
発展を経たのち、長春市の最先端パイロット地域になっ
た。
2.　研究目的
本研究では中国の長春市における社区網格化管理制
度について長春市N区を例として、「社区網格化情報プ
ラットフォーム」の現状と課題を整理し、居民への支
援と管理の実態について考察する。
3.　长春市N区及び社区網格化管理
制度実施の概況
（1）N区の概況
長春市は吉林省の省都であり、全国15の副省級の都市
の一つである。吉林省政府が所在し、省内の政治、経済、
文化の中心地となっている。長春市は7市区、2県級市、
1県を管轄する。7市区は南関区、寛城区、朝陽区、二道区、
緑園区、双陽区、九台区である。総面積は20，571平方
キロメートルであり、市区面積は168.6平方キロメート
ルである（長春市人民政府　2018）。
長春市のN区は長春市の南東に位置し、総面積は80平
方キロメートルである。12街道と1つの郷、3つの行政村、
57の社区を管轄し、総人口は47.5万人である（南関区政
府　2018）。
各社区にはさらに300-400世帯ごとに、1つの網格に分
割され、全57の社区は合計501の網格に分割された。1
つの網格に網格長（担当者）1人を設ける。長春市N区
は全国行政関係における位置づけは図１のように示し
ている。
N区は長春市の旧市街であり、流動人口が多く、人口
密度が大きく、社会的弱者人口が多く、管理しにくい
という特徴がある。N区は社会管理と支援の方式に革新
し、IT企業と連携しながら科学技術を利用してプラッ
トフォームを構築した。
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図１　 全国行政関係におけるN区の位置づけ 
筆者作成
（2）N区における支援・管理
N区は伝統的な行政管理システムを改革し、「管理」
型から「支援」型へ変化してきた。つまり、居民を管
理することより支援をもっと重視し、サービスを提供
することによって管理を実現する。「管理」型から「支援」
型へ変化の実現の方法についての先行研究を概観する
と次のような特徴がみられる（範2014;秦2014）。
まず、N区は「街道―社区一体化」管理体系を構築す
る。街道の共産党党員を社区の第一書記の職務に就か
せる。行政の職員は基層地域へ配置され、行政機能が
基層地域に及ぶことによって、地域の資源が統合され、
社会の管理力が充実する。
また、社区を網格化にする。伝統的な区分には「区-
街道-社区」の3つのレベルがあるが、社会管理と支援の
方式を革新してからは、「網格」というレベルが追加さ
れ、「区-街道-社区-網格」という4つのレベルが管理モデ
ルになった。それは、現地調査や各地域の人口や地域
要素等を分析することによって、社区を科学的に網格
化できる。小地域でネットワークを形成し、すべての
問題に対応することを実現させる。網格内のすべての
ことを管理する網格長には居民の需要と課題把握、居
民データの収集、社区居民へのサービス提供、居民ト
ラブルの仲裁と解決」といった役割を担わせる。それ
によって、社会管理の機能が社会の最末端にまで及び、
サービスを居民の身近に届けてる役割を果たしている。
最後に、社区は「社区網格化情報プラットフォーム」
を利用して、社区全体を情報化する。社区網格化情報
プラットフォームは3つの役割を果たしている。一つ目
は指揮統制の役割。ログイン主体によるプラットフォー
ムは区政府、街道、社区、網格の4つのサブプラット
フォームに分けられる。問題に対応するプロセスでは、
レベル間に制限はなく、相互に通信できるし、共同で
対応できる。二つ目はデータを集積する役割。地域内
の人口状況、社会要素に応じて網格内のデータを網格
長により丁寧に収集する。情報技術を利用して、デー
タベースを作成し、地域全体の情報を共有できる。三
つ目は人事による業績を考課する役割。網格長は対応
した結果をプラットフォームに記録し、プラットフォー
ムにより考課する。各関連機関と協力し合うことが実
現できるし、共同管理のネットワークを形成すること
ができる。管理と支援の情報化によって、居民の問題
に根本的に対応でき、さらに地域資源を統合し、社会
支援と管理の多元化を実現することができると考えら
れる。
4.　社区網格化管理情報プラット
フォームの現状と課題
（1）概念
柴ら（2015:467）は「『社区網格化管理情報プラット
フォーム』の概念をビッグデータ、クラウドコンピュー
ティング、モバイルインターネットなどの現代技術を
利用して、『ヒト、トコロ、モノ、コト、組織』とする
基本内容を含むシステムを構築し、多主体の間の資源
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共有、連携と共同管理、科学的ガバナンスを実現させ
る情報プラットフォーム」と定義した。
プラットフォームには「ヒト、トコロ、モノ、コト、
組織」という6つの要素が含まれる。「ヒト」は居住人
口、流動人口、社会的弱者が含まれる。「トコロ」は学校、
公園、広場、ショッピングモール、ガソリンスタンド、
観光地のような場所を指す。「モノ」はマンホールの蓋、
街灯、ニューススタンド、ゴミ箱、掲示板とその他の
施設が含まれる。「コト」は、社会的矛盾の調整、社会
安定の維持、居民の問題の解決のようなインシデント
が含まれる。「組織」は公共団体や組織などが含まれる。
 
ヒト  トコロ  
モノ  
コト 
組織 
社区網格化管理情報
プラットフォーム
図２　 社区網格化管理情報プラットフォームに含まれ
る要素　柴ら（2014：469）に基づき筆者作成
この社区網格化情報プラットフォームのもう一つの
特徴について、李（2007：29）は「地理情報システム
GPSと組み合わせ、ユーザーが建物の情報や居住情報等
を素早く見つけることができ、社会管理がしやすくな
る」と述べている。
（2）構成
範（2014：10-12）をまとめると、社区網格化情報プラッ
トフォームの構成は1）基本情報、2）統計分析、3）総
合監督、4）業績考課、5）システム管理、6）対話型支
援の6つのシステムから成る。
1）基本情報システムには①地図情報、②団地情報、
③住宅情報、④建物情報、⑤人口情報（人口情報照会、
定住人口、流動人口、障害者、高齢者、生活保護者）、
⑥学校情報、⑦共産党党建情報（党員情報、職務、少
数民族、宗教情報）、⑧計画生産情報、⑨⑤以外の社会
的弱者情報、⑩治安情報（巡回情報等）、⑪経済発展情
報（投資等）、⑫統計分析という12モジュールに構成さ
れる。
2）統計分析システムは①すべてのデータをインテリ
ジェントにカウントすること、②ヒストグラムを一目
で確認できること、③円グラフを完全に分析できるこ
と、④インシデントを分析するなどの機能を有する。
3）総合監督システムには①インシデントの確認、　②
対応を待つインシデントの管理、③インシデントリス
トの管理、④インシデントの統計という4つのモジュー
ルがある。
管理と支援のプロセスはこのシステムを通じて完成
でき、さらに各担当者による管理と支援の状況がシス
テムに反映される。各網格内の問題が対応できない場
合は、網格長はいつでもシステムを通じて段階的に社
区、街道、区政府に報告することができる。該当責任
機関により解決した後は、網格長が解決結果を検証す
る。上手く解決できていない場合は、あらためて責任
機関に連絡し、再対応を依頼する。
4）業績考課システムは主に網格長を考課するシステ
ムである。①日誌管理（網格長による仕事の報告）、②
業績評価管理という2つのモジュールで構成される。
5）システム管理は①ユーザー管理　②役割による
管理　③部門管理　④システム日誌　⑤写真管理のモ
ジュールで構成される。
6）対話型支援システムは居民にあらゆるレベルの担
当者（網格長－社区居民委員会リーダ－街道リーダ-区
政府職員）と対話できるシステムを提供する。対話型
支援システムを通じて、居民は、いつでもどこでも様々
な社会問題や自分の意見をWebサイトに投稿すること
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ができる。そのシステムは居民へのフィートバックの
ためにチャンネルを提供するものであり、それによっ
て居民は社会管理に参加できるし、監督することもで
きる。同時に、あらゆるレベルの担当者が返答しなけ
ればならない。
以上述べた6つのシステムの他、社区網格化情報プ
ラットフォームには、各機関の電話番号、ホームペー
ジのURL、各機関のSNSが公開されおり、居民にいつ
でも関連機関に連絡できる。
基本情報
対話型支援 
システム管理 
業績考課評価 
総合監督 
統計分析 
プラットフォーム
社区網格化管理情報
図3　社区網格化情報プラットフォームの構成
　　  範（2014：12）に基づき筆者作成
（3）ユーザー
李（2018）、季（2007）、劉（2018）は社区網格化管
理情報プラットフォームのユーザーは次のようにまと
めている。ユーザーは1）網格長、 2）社区居民委員会リー
ダ、 3）街道担当者、 4）区政府担当者、 5）IT企業のシ
ステム管理者である。ユーザーの権限によってアクセ
スするシステムが異なる。
1）網格長は網格内で生じた問題に権限範囲内で対応
できる。また、解決したインシデントの経緯と結果を
プラットフォームに記録する。関連部門の協力を必要
とする場合、プラットフォームによって報告する。
2）社区居民委員会リーダは社区サービスの関連デー
タを統合し、居民に反映された問題等をプラットフォー
ムで確認する。また、権限範囲内で人口情報照会、イ
ンシデント情報の照会、地図のレビューなどが調べら
れる。
3）街道リーダは、各社区から反映された問題やイン
シデントに対応する。また、関連機関の協力を調整する。
解決した問題とインシデントを社区に通知し、担当網
格長が結果をフィートバックする。
4）区政府リーダは、全体を監督することができる。
報告された問題とインシデントをプラットフォームで
確認し、関連機関と調整しながら、解決方案を指示する。
区政府リーダはプラットフォームの関連データを読み
取り、統計することができ、全域の社区管理と支援の
状況を把握できる。
5）IT企業システム管理者はシステムの使用状態を管
理する。
（4）管理・支援の流れ
秦（2014）・範（2014）・李（2011）をもとに、管理
と支援の流れをまとめた。管理・支援の流れは、1）発見・
収集、 2）報告、 3）調整・手配、 4）対応、 5）フィードバッ
ク・フォローアップという5つのステップに分けられる。
1）発見・収集
網格長は担当する地域内に定期的に巡回する。社会
問題、居民の問題などがすぐに発見できる。また、定
期的に訪問することより、居民の情報を収集する。居
民も直接に電話やネットなどの手段を通じて、社区や
政府機関に通報する。
2）報告
報告のステップでは①網格長による報告、②社区居
民委委員会リーダによる報告、③街道担当者による報
告という3種類に分けられる。
①網格長による報告：
網格長は専用の携帯のAPPまたはパソコンのホーム
ページでプラットフォームをログインして、「インシデ
ント報告」モジュールのインシデント登録の手順に従っ
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て、問題を明確に記述する。インシデントが起きた場
所を明記してから、社区レベルに報告する。緊急のイ
ンシデントは直接に区政府レベルに報告する。
②社区居民委員会リーダによる報告：
網格長から報告されたインシデントの種類が社区の
業務の範囲を超えた場合、社区居民委員会リーダはそ
のインシデントが属する同じレベルの関係機関に転送
し、該当機関に対応させる。報告されたインシデント
が社区の権限範囲以外の場合、そのインシデントは区
政府に報告され、区政府担当者によって調整・対応さ
れる。
③街道担当者による報告：
社区に報告されたインシデントが街道はまた街道と
同じレベルの関係機関が解決できない場合、インシデ
ントは区政府レベルに報告され、区政府の担当者が調
整・解決する。
3）調整・手配
調整・手配は、区政府レベル/社区レベルによってイ
ンシデントの質性に従って調整・手配される。直接調整・
手配とは、インシデントに対応できる機関が明確的に
分かる場合は、社区・街道レベル/区政府レベルによっ
て該当機関に調整・手配され、該当機関によって対応
される。間接調整・手配とは、インシデントに対応で
きる機関が不明確の場合、社区・街道レベル/区政府レ
ベルによって調整した後、指定された機関が対応する。
4）対応
プラットフォームではインシデントをGPSマップと結
合させ、担当者はインシデントの場所に行き、インシ
デントを対応する。インシデントの詳細と対応の流れ
はGPSマップと結合され、インシデントの対応プロセス
はGPSマップを通じて詳細に表示され、緊急のインシデ
ントは警告方式で表示される。また、プラットフォー
ムで解決を待つインシデントは黄色で表示され、上手
く解決したインシデントは青色で表示される。48時間
以上解決していないインシデントには赤色で表示され
る。解決のプロセスと解決した結果をプラットフォー
ムに入力して、対応した結果をインシデントの担当網
格長にフィートバックする。
5）フィートバック・フォローアップ
インシデントに対応した結果をフィードバックする。
網格長は直接現場に行き検証する。居民の問題の場合、
網格長は居民に解決結果の良し悪しを確認する。検証
に合格した後、インシデントが解決された青色を付け
る。上手く解決できていない場合は、プラットフォー
ムを通じて再び関係機関に依頼する。網格長はインシ
デントが上手く解決できるまでフォローする。
5つのステップを通じて、社区は社会問題を積極的に
発見し、対応する。それによって、行政機関は地域の
状況を十分に把握できる。社会管理網格化のもとで緻
密な社会監督体制の形成や関連機関の連携及び情報共
有が促進されると考えられる。
5.　考　察
（1）社区網格化管理情報プラットフォーム
以上の結果のように、網格化管理制度に基づいて、
社区網格化情報プラットフォームにより社会を支援・
管理するシステムは革新的な社会管理手段となって
いる。社区網格化情報プラットフォームを利用すれば、
①それぞれの役割によって速やかに対応できる。②居
民の状況がすべて把握できる。③連携やネットワーク
の形成ができるという3つのメリットがあると考えられ
る。従来の受動的社会問題に対応するモデルから積極
的に社会問題を発見し、解決するモデルに変換したと
言える。また、社区網格化情報プラットフォームを通
じて都市を総合的に管理できるだけでなく、都市内の
状況を全面的監督できるし、政府と居民の関係が形成
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されることになる。プラットフォームを適用すること
で、管理者が問題の発見から解決までの過程で指導と
監督ができるし、社区管理の情報化、可視化が実現で
きると考えられる。
（2）「社区網格化情報プラットフォーム」
を通して居民への支援・管理の実態
社区網格化管理制度による居民への管理・支援のプ
ロセスは①発見・収集、②報告、③調整・手配、④対
応、⑤フィードバック・フォローアップという5つのス
テップに分けられる。各主体は社区網格化情報プラッ
トフォームを利用し、居民に管理と支援を実現する。
管理・支援プロセスにおいて各主体の担当について
表１にまとめた。主体に着目すると、居民への支援と
管理のプロセスにおいて、網格長は①から⑤までのす
べてのステップを行っている。まず、網格長は世帯訪
問によって居民の情報を詳しく収集し、随時地域巡回
によって社会問題を発見する。また、収集した情報を
プラットフォームに記録し、社区、街道、区政府に報
告する。次に、各主体との調整をしながら、社会問題
を解決したり、居民に支援したりする。最後に、網格
長は各主体にフィードバックするだけでなく、居民に
解決した結果の良し悪しを確認する。そのため、網格
長がすべてのプロセスをフォローし、管理・支援のプ
ロセスにおいて極めて重要な役割を果たしていると考
えられる。
また、管理・支援のステップから見ると、「③調整」
のステップでは網格長、社区居民委員会リーダ、街道
担当者、区政府担当者という4つの主体により実施され
る。まず、網格長によって最初の調整を行うが、上手
く調整できない場合は、段階的に社区居民委員会リー
ダ、街道担当者、区政府担当者による調整する。これ
によって、組織、関係機関との連携ができ、横のネッ
トワークが形成され、多主体で居民に管理・支援する
ことが実現される。また、「②報告」のステップでは網
格長をはじめ、社区居民委員会リーダ、街道担当者に
よって段階的に報告することにより、縦の連携が形成
される。「①発見・収集」と「⑤フィードバック」のステッ
プは網格長だけが行っている。
表１　支援・管理プロセスにおいて各主体の担当
網格長
社区居民
委員会
リーダ
街道
担当者
区政府
担当者
関係機関
① 発見・収集 ○
② 報告 〇 〇 〇
③ 調整 〇 〇 〇 〇
④ 対応 〇 〇
⑤ フィードバック ○
以上のように、網格長は管理・支援のプロセスにお
いて極めて重要な役割を果たしており一方、横のネッ
トワークの形成と縦の連携の促進にも重要な役割を果
たしていると考えられる。
網格長は管理と支援の初めにある「発見・収集」の
ために、居民との個人的の関係を構築しなければなら
ない。しかし、①から⑤までのプロセスはすべて網格
長によって行われ、仕事の負荷が大きく、居民が協力
してくれないなどの原因で、収集した情報は確実性に
欠け、上手く対応できないという課題が残る。
今後、網格長により居民に支援する実態を検討する
ことが必要と考えられる。
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